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市の動き市の動き市の動き

株
式
会
社
オ
ク
モ
ト
と
企
業
立
地
調
印

　(

株)

オ
ク
モ
ト(

広
島
県
尾
道
市
、

奥
本
浩
之
代
表
取
締
役)

と
の
企

業
立
地
調
印
式
は
17
日
、
本
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
96
年
に
ラ
イ
ズ
み
ち
の

く
販
売(

株)

を
設
立
。
県
内
の
米

を
仕
入
れ
、
関
東
地
域
や
広
島
な

ど
に
出
荷
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
東
北
産
米
の
集
荷
率
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
さ
ら
に
集

荷
、
販
売
を
強
化
す
る
た
め
北
上

産
業
業
務
団
地(

オ
フ
ィ
ス
ア
ル

カ
デ
ィ
ア)

に
低
温
倉
庫｢

オ
ク
モ

ト
ラ
イ
ズ
み
ち
の
く
北
上
第
一
倉

庫｣

を
建
設
し
ま
し
た
。
倉
庫
の

建
物
面
積
は
１
６
５
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
敷
地
面
積
は
５
７
９
１

平
方
メ
ー
ト
ル
、
平
屋
建
て
で

フ
レ
コ
ン
対
応
の
自
動
ラ
ッ
ク

式
。
投
資
総
額
は
約
３
億
円
で
約

２
４
０
０
ト
ン
の
米
が
貯
蔵
可
能

で
す
。
同
社
は
現
在
、
ひ
と
め
ぼ

れ
や
あ
き
た
こ
ま
ち
、
萌
え
み
の

り
と
い
っ
た
品
種
を
取
り
扱
っ
て

お
り
、
今
後
は
同
倉
庫
に
県
内
を

は
じ
め
東
北
の
米
を
首
都
圏
や
広

島
へ
流
通
さ
せ
る
集
積
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
同
倉
庫
の
運
営
管
理
は
当
面
ラ

イ
ズ
み
ち
の
く
販
売(

株)

が
行
い
、

将
来
的
に
５
人
を
採
用
す
る
予
定

で
す
。
20
日
か
ら
操
業
が
開
始
さ

れ
、
団
体
な
ど
の
お
米
も
取
り

扱
っ
て
い
き
ま
す
。

　
残
り
の
敷
地
に
は
低
温
倉
庫
の

増
設
や
加
工
場
の
建
設
を
検
討
し

て
お
り
、
今
後
の
市
場
の
動
向
を

判
断
し
決
定
す
る
予
定
で
す
。

調印後握手を交わす奥本代表取締役(中央右)ら

　
北
上
南
部
工
業
団
地
に
岩
手
郵

便
局
を
建
設
中
の
日
本
郵
便(

株)

(

東
京
都
千
代
田
区
、
横
山
邦
男

代
表
取
締
役
社
長)
と
の
立
地
調

印
式
は
９
月
16
日
、
本
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
調
印
式
で
は
同
社

東
北
支
社
の
粂く
め
い井
利
久
支
社
長
と

髙
橋
敏
彦
市
長
が
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
郵
便
物
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
、

ゆ
う
メ
ー
ル
な
ど
の
区
分
作
業
を

地
域
区
分
郵
便
局
に
集
約
し
、
全

体
の
生
産
性
を
高
め
る｢

郵
便
・

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編｣

を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
現

在
の
地
域
区
分
郵
便
局
に
お
い
て

施
設
の
狭
あ
い
な
ど
で
集
中
処
理

が
困
難
な
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
高

速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

に
新
た
に
地
域
区
分
郵
便
局
を
設

置
予
定
。
そ
の
一
環
と
し
て
岩
手

エ
リ
ア
を
受
け
持
つ
地
域
区
分
郵

便
局｢

岩
手
郵
便
局｣

の
建
設
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
岩
手
郵
便
局
の
土
地
面
積
は
約

６
万
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

建
物
面
積
は
２
万
５
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
北
東
北
最
大
規
模
。

現
在
、
盛
岡
中
央
郵
便
局
で
扱
っ

て
い
る
郵
便
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
仕

分
け
業
務
な
ど
を
行
う
ほ
か
集
配

局
で
行
っ
て
い
る
区
分
作
業
を
集

約
し
行
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
秋

田
・
青
森
の
特
産
品
ゆ
う
パ
ッ
ク

の
一
部
を
集
中
処
理
す
る
ほ
か
、

物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
事
業
主
か
ら
預
か
っ

た
商
品
の
保
管
、
受
注
、
梱
包
か

ら
配
送
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
で
す
。

　
開
局
は
29
年
３
月
を
予
定
し
て

お
り
、
開
局
時
の
必
要
人
員
は

２
５
０
人
程
度
。
１
５
０
人
は
盛

岡
中
央
郵
便
局
や
近
隣
か
ら
異

動
し
、
開
局
ま
で
に
契
約
社
員

１
０
０
人
程
度
を
募
集
す
る
予
定

で
す
。
構
内
に
約
５
０
０
台
の
駐

車
場
を
完
備
す
る
ほ
か
、
盛
岡
市

や
北
上
駅
か
ら
の
通
勤
用
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
し
、
雇

用
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

髙橋市長から記念品を受け取る粂井支社長(右)

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
企
業
立
地
調
印

北
上
駅
鍛
冶
町
線
歩
道
整
備(

バ
リ
ア
フ
リ
ー)

工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

が
完
了
し
引
渡
式
を
行
う

　
北
上
駅
鍛
冶
町
線
歩
道
整
備

(

バ
リ
ア
フ
リ
ー)

工
事
外
２
件
完

成
引
渡
式
は
９
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
北

上
駅
西
口
駅
前
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

工
事
を
請
負
っ
た
千
田
工
業(

株)

の
千
田
和
秋
代
表
取
締
役
社
長
か

ら
髙
橋
市
長
に
引
渡
書
が
手
渡
さ

れ
、
そ
の
後
、
式
典
の
参
加
者
が

新
設
さ
れ
た
横
断
歩
道
の
渡
り
初

め
を
行
い
ま
し
た
。

　
工
事
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
北
上
駅
西
口

駅
前
の
段
差
を
解
消
。
体
の
不
自

由
な
人
や
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ

た
人
に
は
地
下
道
へ
の
階
段
が
バ

リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新

た
に
横
断
歩
道
と
信
号
機
が
設

置
さ
れ
、
安
全
に
駅
前
道
路
を

横
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
横
断
歩
道
と
信
号
機
は
岩
手

県
警
察
が
設
置
。
総
工
事
費
は
約

８
５
１
６
万
円
で
市
は
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

横断歩道が設置され、バリアフリー化が
行われたＪＲ北上駅西口
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県市町村 陸前高田市 宮城県 福島県 合計
世帯 ８(0) ８(0) ８(0) 80(-2)

人数 10(0) 11(0) 19(0) 141(-2)

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市
世帯 ２(0) 11(0) 22(0) 14(-1) ７(-1)

人数 ４(0) 22(0) 36(0) 27(-1) 12(-1)

※( )は前月比。市で把握している人数です。市内に避難して
いる人で、まだ北上市に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　   (９月30日現在)

安
の
よ
う
だ
が
、
こ
こ
は
多
く
の

市
民
の
応
援
で
な
ん
と
か
盛
り
上

げ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
記
念
館
が
建

ち
、
お
か
あ
さ
ん
の
詩
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
が
始
ま
っ
て
20
年
、
こ
の

事
が
北
上
市
に
と
っ
て
ど
ん
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
昨
年
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学

館
賞
が
30
回
を
数
え
、
後
に
芥
川

賞
を
受
賞
し
た
作
家
の
又
吉
直
樹

氏
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

１
９
８
８
年
度
に
は
ふ
る
さ
と
創

生
１
億
円
の
交
付
金
を
活
用
し
て

市
内
各
地
に
詩
歌
文
学
碑
を
建
立

し
、
詩
歌
の
ま
ち
お
こ
し
も
行
っ

た
。
当
時
、
北
上
市
は
企
業
誘
致

に
お
い
て
は
県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
誇
っ
て
い
た
も
の
の
、
都
市
の

品
格
と
い
う
意
味
で
は
決
め
手
に

欠
け
て
い
た
。

　
現
在
の
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
30
年

前
の
そ
れ
と
を
比
べ
る
と
、
日
本

現
代
詩
歌
文
学
館
や
サ
ト
ウ
ハ
チ

ロ
ー
記
念
館
は
ま
さ
に
国
の
宝
で

あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
市
の
品
格

も
格
段
に
上
が
っ
て
き
た
と
感
じ

て
い
る
。
ま
さ
に
地
域
の
大
き
な

宝
が
身
近
に
あ
っ
た
の
だ
。
私
た

ち
市
民
は
こ
の
よ
う
な
国
の
宝
を

ど
う
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
る
か
、

し
っ
か
り
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
希
望
郷

い
わ
て
大
会
が
北
上
市
の
市
民
力

を
全
国
に
示
し
、
多
く
の
感
動
と

共
に
無
事
閉
幕
し
た
。
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
さ
て
、
国
体
月
間
の
10
月
が
終

わ
る
と
芸
術
の
秋
、
行
事
が
11

月
に
集
中
す
る
。
12
日(

土)

は
第

20
回
お
か
あ
さ
ん
の
詩
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
で
あ
る
。
今
年

は
20
回
記
念
の
た
め
実
行
委
員
皆

特
別
な
思
い
で
準
備
に
当
た
っ
て

き
た
。
中
で
も
表
彰
式
の
企
画
を

公
募
の
高
校
生
が
担
当
。
司
会
、

演
出
、
運
営
に
携
わ
る
。
吹
奏
楽

で
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
出
場
し

た
、
上
野
中
学
校
、
江
釣
子
中
学

校
も
出
演
す
る
。
今
ま
で
と
は
全

く
異
な
る
若
者
の
運
営
に
当
の
八

重
樫
眞
純
実
行
委
員
長
は
少
々
不

身
近
に
あ
っ
た
国
の
宝

和
賀
川
桜
づ
つ
み
が
完
成

　
和
賀
川
桜
づ
つ
み
完
成
披
露
式

は
９
月
22
日
、
和
賀
中
央
橋
袂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
事
業
は
良
好

な
河
川
環
境
の
整
備
を
目
的
に
河

川
管
理
者
で
あ
る
県
と
市
が
合
同

で
実
施
。
県
が
堤
防
強
化
の
盛
土

を
行
い
、
市
が
平
成
21
年
度
か

ら
堤
防
を
市
道
と
し
て
舗
装
し
、

寄
附
い
た
だ
い
た
桜(

ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ)

を
植
樹
し
た
も
の
で
す
。

市
の
事
業
費
は
約
４
８
０
０
万
円
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
い
、
桜
の
成
長

後
に
は
、
展
勝
地
と
並
ぶ
桜
の
名

所
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

友
好
都
市
石
垣
市
と

　
　
　
　
　
　
　
職
員
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
石
垣
市
と
の
職
員
交
流
に
関
す

る
協
定
締
結
式
は
９
月
30
日
、
本

庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は

石
垣
市
か
ら
中
山
義
隆
市
長
、
同

市
総
務
部
総
務
課
の
翁お
な
が長

致ち
じ
ゅ
ん純

課
長
ら
が
出
席
し
、
髙
橋
市
長
と

協
定
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
同
協
定
は
石
垣
市
と
北
上
市
の

間
で
、
相
互
に
職
員
を
派
遣
す
る

職
員
交
流
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

先
進
的
行
政
手
法
を
実
地
研
修
す

る
こ
と
で
、
相
互
理
解
と
協
力
関

係
を
促
進
す
る
と
と
も
に
職
員
の

資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。
本
年
度

の
派
遣
期
間
は
一
カ
月
で
、
石
垣

市
か
ら
北
上
市
へ
の
職
員
派
遣
は

11
月
を
予
定
。
農
政
分
野
の
業
務

に
従
事
し
ま
す
。
北
上
市
か
ら
石

垣
市
へ
の
派
遣
は
29
年
１
月
を
予

定
。
石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
運

営
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
や
観
光
、

農
政
分
野
を
学
び
ま
す
。

協定後握手を交わす中山石垣市長(右)ら

　
同
市
と
は
平
成
５
年
の
岩
手
県

大
冷
害
の
際
、
種
も
み
増
殖
支
援

を
き
っ
か
け
に｢

か
け
は
し
交
流｣

を
開
始
。
石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
い
わ
て
北
上
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ

相
互
出
場
な
ど
の
交
流
が
行
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、
26
年
１
月
に
は
友

好
都
市
の
締
結
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テープカットを行い完成を祝いました


